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有機塩素系 ・有機 リン系 ・カ ー バ メ イ ト系お よび ピ レ ス ロ イ ド系

化合物11種の 殺蟻効力に つ い て
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緒　 　言

　昭和61年 9 月の ク ロ ル デ ン使用禁止以来 ， 数多

く の 化合物が 防蟻剤主成分 と し て 提案さ れ て き

た 。 現在で は有機 リ ン系化合物を中心 に
，
カ ーバ メ

イ ト系，ピ レ ス ロ イ ド系，トリア ジ ン 系等の 化合物

が実用に供 され て い る 。 様 々 な系統 の 薬剤 を比較

研究 した例と して は ， 7系統 15種類の 化合物 を主

成分 と し た 18種の 防蟻剤の 土壌処理効果に つ い て

広範な研究を行 っ た Mauldinら
1）の 報告が ある 。

防蟻剤主成分 の選択に つ い て は
， 今後 も，

さ ら に

深 い 検討が加え られ 様 々 な 化合物 が出現 し て く る

もの と思われ る 。 本研究 は ク ロ ル デ ン の使用禁止

ま で 使われて きた有機塩素系化合物， ク ロ ル デ ン

禁止 以後主流とな っ た有機 リ ン系化合物，そ の 他

農薬 ， 環境衛生分野に お ける 中心的殺虫剤 の ひ と

っ で あるカ
ーバ メ イ ト系化合物お よび ピ レ ス ロ イ

ド系化合物 に つ い て そ の殺蟻効力を比較する とと

も に
， それぞ れ の 系統の化合物の 有する殺 蟻特性

に つ い て若干 の検討 を行 っ た もの で ある 。

　ま た，現在 の 防蟻剤は
一

部 の 製剤 を除き，単
一

化合物を主成分とする製剤が大半 で あり ， 複数の

主成分を混合使用 し， 相乗効果 を期待 した製剤 は

少な い。そ こ で，上記各系統 の化合物を混合使用

した場合の相乗効果 の 有無 に つ い て も検討 を行 っ

た の で 併せ て 報告す る 。
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実験方法

〔1） 供試薬剤

　試験 に用 い た薬剤 を表 1 に示す。各薬剤をキシ

レ ン に溶解 した後 ， 乳化剤を加えて 乳剤原液を調

製 し た （薬剤 濃 度お よび乳化剤濃度は い ずれ も

50mg ／ml ）。試験の 際，こ の 乳剤原液 を純水 で 希

釈 し所定濃度 の乳化液を作 り こ れ を供試薬液と し

た 。

（2） ろ紙接触試験

　各薬斉1」を表 2 に 示 した濃度に 調製した後， 直径

5cm の ろ 紙 を20秒間浸漬 し， 1 週 問風 乾 し た。

こ れ を内径 5cm の ぺ トリi皿の 底 に 敷 き ， 純水

0．　4ml を滴下 して 湿 らせ た後，直ち に イエ シ ロ ア

リ （CoPtotermes　fbrmosanus　Shiraki）の 職蟻 5 頭

を投入 した。そ して ペ トリ皿 の 蓋をして温度 26±

2 ℃ ，75％RH の 環境下で 飼育 し た 。 飼育中の 転

倒虫お よ び死亡虫 を山野 （1969）の 方法 z）に 従 っ

て観察 した 。 試験 は同
一

薬剤同
一

濃度に っ い て 各

2 囘実施 した。供試薬剤には表 1の ほか ， 通常殺

菌剤 と し て 用 い ら れ て い る IF− 1000 （p
一ク ロ ル

フ ェ ニ ル
ー3一

ヨ
ー

ドプ ロ パ ギル ポ ル マ
ー

ル ）およ

び TCIPN （テ トラ ク ロ ル イソ フ タ ロ ニ トリル ）

に つ い て も〔1）と同様供試薬液 を調製 して 試験 を

行 っ た 。

（3） 合板試験

　表 1 の 薬剤 の うち
，

急性経口 毒性の 強い カ ル ホ

ス を除く有機 リ ン系化合物お よびカ
ーバ メ イ ト系

化合物 の セ ビ ン に つ い て 木材に処理 した場合の 殺

蟻効力の 持続性に つ い て 試験 し た 。
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表 1　 供 試 薬 剤

薬　剤　名 匕イ 学 名
　 急性経口毒性
マ ウ ス LD ’．e （mg ／kg＞

有機塩素系

　デ ィ ル ドリ ン

ア ル ド リ　ン

ク　ロ ル デ ン

1，2，3，4，10，10一ヘ キサ ク ロ ロ
ー6，7一エ ポキ シー1，4，4。，5，6，7，8，8。

一

オク タヒ ドロ
ー1，4一エ ン ドエ キ ソ

ー5．8一ジ メ タ ノナ フ タ リ ン

1，2，3，4，10，10一ヘ キ サ ク ロ ロ
ー1，4，4。，5，8，8s

一
ヘ キサ ヒ ドロ

ー1，4，
5，8一エ キ ドエ キ ソ

ー5．8一ジ メ タ ノナフ タ リン

1，2，4，5，6，7，8，8一オ ク タ ク ロ ロ
ー2，3，3。

一
ヘ キ サ ヒ ドロ

ー4，7一メ タ ノ イ ン デ ン

56

55± ユ5

430

　

ス

ム

　

ホ

　

リ

シ

系

ピ

ン

ル

キ

リ

ロ

機

ク

ホ

有

0，0一ジエ チ ルーO−3， 5， 6一トリク ロ ロ ー2一ピ リジ ル ポス ホ ロ チ オ エ ー
ト

O，O一ジ エ チ ル
ー0−（α

一
シ ア ノベ ン ジ リデ ン ア ミ ノ ）チ オ ホ ス フ ェ

ート

　 1021

，935

カ　 ル 　 ホ　 ス

自
フ ロ チ オ ホ ス

0，0一ジエ チ ルー0−（5一フ ェ ニ ル
ー3一イソ キサ ゾ リル ）ホ ス ホ ロ チオ エ ー

ト

0一エ チ ル
ーS 一

プ ロ ピ ル
ー0−（2，4一ジ ク ロ ロ フ ェ ニ ル ）ホ ス ホ ロ チ オ

112〔ラ ッ ト）

940

エ
ー

ト

T　 C　 V　 P2 一ク ロ ロ ー1−（2，4，5一ト リ ク ロ ロ フ ェ ニ ル ）ビ ニ ル ジ メ チ ル ポ ス 4，200

フ ェ
ー

ト

ビ ニ フ ェ
ー ト 2一ク ロ ロ ー1−（2，4一ジ ク ロ ロ フ ェ ニ ル ）ビ ニ ル ジエ チ ル ポ ス フ ェ

ート ユユ2

カーバ メ イ ト系

セ 　　 ビ　　 ン 1一ナフ チ ルーN 一メ チ ル カーバ メ イト 540

ピ レ ス ロ イ ド系

パ ー
メ ス リ ン 3一フ ェ ノ キ シベ ン ジル

ー2，3一ジ メ チ ル
ー3−（2，2一ジ クロ ル ビ ニ ル ） 650

シ ク ロ プ ロ パ ン カル ボ キ シ レート

　供試木材 と して は レ ッ ドラ ワ ン の 1類合板 （7

× 7 × O．3cm ＞を用 い た 。合板を用 い た理 由は処

理材上 に供試虫を放 ち殺蟻効力を観察す るため の

平板が得 られ やすか っ た た め で ある 。
こ の 合板 を

供試薬液中に 10分間浸 潰した後，表面の 滴を拭い

取 っ て
一

定時間実験室内に放置 した 。

　
一定期間経過 した合板の 殺蟻効力試験 はつ ぎの

よう に して 行 っ た 。 まず ， 試験す べ き合板をホ
ー

ロ
ー引きバ ッ トの 中に 2 列に 並 べ る 。

一．．
つ の バ ッ

トに合板 6 枚 を並べ
，

バ ッ トの 中央 2 か 所に 内径

5cm の ペ トリ皿 を置 き水を張 っ た。次 い で ， 合

板表面 に純水 を噴霧 して十分湿 らせ た後 ， 合板表

面上に イエ シ ロ ア リの 職蟻を 5頭ず つ 放 っ た 。 直

ち に ペ トリ皿 をかぶ せ，供試虫の 逃亡お よび合板

表面の乾燥を防止 した 。 つ ぎ に
，

バ ッ トに ア ク リ

ル 製 の 透明板 で蓋 を し，26± 2 ℃ ，
75％RH で 飼

育 し，0，5〜 1 時間ご とに 転倒虫お よび死 亡虫を

観察した 。 なお，試験 に供 した同一処理合板 は各

2 枚で ある 。

（4）　 2 種混合薬剤の 殺蟻効力試験

　（1）で 調整 した薬液の うち 6種 の 有機 リ ン剤お よ

び セ ビ ン，パ ーメ ス リン
， ク ロ ル デ ン に つ い て そ

れ ぞ れ 2 種ずつ 等量 混合 し，（2ゆ ろ紙接触試験と

同様の 方法に より殺蟻効力試験 を行 い ，相乗効果

の 有無 を調 べ た 。 供試濃度は各 2 薬剤 の 合計濃度

が 0．1mg ／ml とな る よ う に 調製 した （0．05mg ＋

0．05mg ／m1 ）。ま た ， 比 較の た め 同時に 実施 し た

単
一

薬液濃度 は0．lmg ／ml で ある 。

結果お よび考察

（1） ろ紙接触試験

　各経過時間後に お ける供試虫の 転倒虫数お よび

死亡 虫数を表 2 に示す。表中の 数値は 供試虫各 5

頭ずつ の 2 回の 試験 の 合計で示 して あ る 。 すな わ

ち
， 供試虫数各10頭に対す る転倒 虫数 お よ び死亡

虫数で ある。
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表 2　ろ紙接触試験 に お け る イエ シロ ア リ職蟻 の 転倒虫数と死亡虫数

薬　　剤
デ ィ ル ドリ
　 　 ドリン

ア ル ド リン ク ロ ル デ ン
ク ロ ル

　 ピ リボ ス
ホ キ シム カ ル ホ ス

o
フ ロ チオホス TCVP

濃度 mg ／m610 　 　 510 　 　 520 　 　 1010 　　 110 　　 110 　　 110 　 　 1 ユ0　　 1

経過 時間
　時分

転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死

0．30 10　 　 710 　 　 77

1．00 1  　　 IO8 　 2109 9　 1 3

1．302 　　 21 5　 5　 3　 73 　 7　 41 　 9 9　 1　 2

2．3010 　　 89 　　 102 　　 3 2　 8　 1　 92 　 810 10　 8　 77 　 3　 5　 1

3．3010 　　 1010 　 　 1010 　　 8 2　 8　　 102 　 8　 7　 3 3107 　 3　 9　 1

5．OO10 　　 1010 　　 1010 　　 10 2　 8 2　 8　 7　 3 7　 3　 9　 1

6．3010 　　 1010 　　 1010 　 　 10 2　 8 2　 8　 7　 3 6　 4　 9　 1

24．0010 　 　 1010 　 　 109 　 1　 6　 4 10 1　 9　 3　 7 3　 7　 6　 4

薬　　剤 ビニ フ ェ
ー

ト セ ビ ン パ ー
メ ス リン 1F一ユOOOTCIPN 溶剤＋

乳化剤
無処理

濃度mg ／  10　　 　 110 　 　 110 　 　 110 　　 110 　　 　1

経過時間
時分

転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死 転 死

0．303 10　　 1010 　　 9

1．004 　 4　 49 　 11010 　 　 10

1，305 　 5　 89 　 110lO 　　 10

2．30 10　 4　 69 　 110lO 　 　 10 ／0　 　 10

3．30 109 　 110lO 　　 1010 　　 10 3

5．00 8　 2　 9　 110　 　 1010 　 　 102 　　 5

6，30 7　 3　 8　 210 　　 1010 　 　 103 　　 10

24，00 3　 7　　 1010 　 2　 810 　 　 1010 　 　 105

＊転 ：転倒虫数 （頭），死 ：死亡虫数 （頭）

　 供試13薬剤の うち最 も早 くす べ て の供試虫が転

倒，死亡 した の は ク ロ ル ピ リホ ス で あ っ た 。 ク ロ

ル ピリホ ス に お い て は，全供試濃度 （1 お よび

10mg ／ml ）とも 1 時間以内に す べ て 死亡 した。こ

れ に 次 ぐもの は ホキシ ム で あり ， 全供試濃度 とも

1 時間以内 に す べ て 転倒 し ， 死亡虫の 出現割合 も

極め て 高か っ た 。 そ の 他の 有機 リン剤 （カル ホ ス ，

プ ロ チ オ ホ ス
，
TCVP お よ び ビ ニ フ ェ

ー
ト）も

程度の 差 はあ るが転倒か ら死亡 へ の 時間 は短い 。

　 こ れ に 対 しピ レ ス ロ イ ド系薬剤で あ るパ ーメ ス

リ ン は転倒 に 至 る時間 は極めて 短 く ， 全供試濃度

と も 1 時間以内に 100％転倒 し て い る が
， 有機 リ

ン 系薬剤の場合 と異 な り転倒か ら死亡 へ の 移行 は

遅 い 。0。5時間 で す べ て 転倒 し た 10皿 g／ml に お い

て も6，5時間経過時点で は 1頭 も死 亡 して い な い 。

　カ
ーバ メイ ト系薬剤で あ るセ ビ ン もパ ーメ ス リ

ン に 似た 傾向を示 し て お り ， 全供試濃度 ともO．5

時間 で 100％転倒 し て い る に もか か わ らず
，
6．5時

間で 20〜30％し か 死亡 し て い な い 。た だ し， 死亡

虫の 出現 はパ ーメ ス リ ン よ りい くぶん早い傾 向に

あ る 。

　有機塩素系の 3薬剤 （デ ィ ル ドリ ン，ア ル ドリ

ン および ク ロ ル デ ン）は上記 3 系統の 薬剤に 比べ

る と転倒に 至る時間が若干遅 い 。 ま た ，全供試虫

転倒か ら死亡虫出現ま で に も長時問を要 した。

　有機塩素系の 中で も今回使用 した ク ロ ル デ ン等

ジエ ン 系の薬剤は
， 神経繊維末端の シ ナ プス 前膜

に作用 す る と い わ れ て お り
3｝，ピ レ ス ロ イ ド系 も

神経末端を刺激 し て 反復興奮を起 こ させ る作用を

有 し て い る 4，の に 対 し， 有機 リ ン 系薬剤は コ リ ン
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エ ス テ ラ ーゼ活性を阻害 し ， シナ プス にお けるア

セチ ル コ リン の 分解 を妨げる とい う点で 作用が異

な っ て い る。転倒 → 死亡 へ の 移行 の 違 い とと もに
，

今回 の 試験中観察され た転倒虫の 外観状況 に お い

て も有機塩素系 ，
ピ レ ス ロ イ ド系に比 べ 有機 リン

系 に は 明 ら か な 違 い が 見 ら れ た。前者の 場合 に は

転倒 は する もの の 脚は 活発 に動か し，け い れん の

状態が強か っ たが ， 後者に お い て は
， け い れん よ

り む し ろ 麻ひ の様相が 強く，尾端より排泄物 を多

量 に出 し，うず くま っ た ように 動けな くな る ケ
ー

ス が多か っ た。

　同 時 に 試 験 し た 殺 菌 剤 IF − 1000 お よ び

TCIPN の 殺蟻 効力 は上 述 の 各殺 虫剤 に 比 べ る

と，転倒に至 る 時間が遅 く，死亡 虫 も24時間ま で

出現 しなか っ た。た だ
， IF− 1000に よ る転倒虫

出現の 傾向は有機塩素系薬剤に似 て お り， 全供試

虫が 一定時間 で健全 か ら転倒へ と移行 し て お り，

転倒か ら死 亡 へ の 移行も遅 い 。

  　合板試験

　実験室内に 1週間 ，
3 か 月 ，

14か月お よび28か

月放置 し た 合板 に お け る結果を表 3 に示す 。

　放置の 際の 環境条件は室温暗所で ある。こ の 条

件は 通風 がな い こ と，床下土壌等か らの 湿気が な

い こ と な どを除けば床 ド木部の 置かれ た環境に近

い もの と思 われ る 。

　試験結果に若干の バ ラ ツ キは あるが，全体的な

傾向と して は放置 日数が増す に 従い
、 転倒虫お よ

び死亡 虫出現ま で の 時間が長 くなる ようで あ る 。

表 3− a 　1 週間放置合板 に お け る イエ シ ロ ア リ職蟻の 転 倒 虫 数 と死 亡 虫数

薬　 剤 クロルデン
　　　印
クロル ヒリホス ホ キ シ ム

卩
フロチオホス TCVP ビニ フ エ

ート セ　ビ　ン
溶剤＋

乳化剤
無処理

灘 mg1   20　 IDlO 　 5　 110 　 5　 110 　 5　 　110 　 5　 1lO 　 5　 　 11D 　 5　 1

経過時間
時分

転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死

o．301

，00 8　 7　 310 　 9 2 9　 工0　 9
2．00 9　 9　　810 　 10　 92 4　 　5 9　 10　　9

3．OD1 邑 19 　 910 　 10　 94 2 6　 81110 　 10　 9

4．OD4 　　39110 　 1D10 　 10　 104 　 　2　 47 　　　　 3lo 　 　632lO 　 919

6．OD7 　 4739191919182243 　 69 　 　　 　 47354410 　 8281

24．oo10 　 911 ユ028 　 10 工Ol919lD 　 18 　 10lo 　 4685lD 　 IO　 2819 　 102891 　 ユ

＊ 転 ：転倒虫数 （頭），死 ：死亡虫数 （頭）

表 3 − b　3 か 月放置合板に お け る イユ シ ロ ア リ職蟻 の 転倒虫数 と死亡虫数，

薬　 剤 クロ ルデン クロル ピリホス ホ キ シ ム
“

フロチオホス TCVP ビニ フ ェ
ー

ト セ　ビ　ン
酬 ＋

乳化剤
無処理

濃度曜  20　 10lo 　 5　　1lo 　 5　 110 　 5　 　110 　 5　 上 10　 5　 　 1lD 　 5　　 1

経過時間
時分

転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死

o，30 1　 　 1 1　　 1

1，00 3　　3 1 3　 　1

2．oo 10　 10　 810 　 10　 103 　　　　 4 7　 　9　 　210 　 10　 6

3，00 9110 　 9 工10　 10　 104 　 　 1　 56 　 10　　 B9 　 10　 　210 　　9110

4．OO 9110 　 9110 　 91915 ユ 7　　 642 ま0　 819 　 10　 2915510

6．OO 5510 　 9164737371827172827391554919191

24．oo555537 　 1055641946lO 　 28194619194628551028287

＊転：転倒虫数 〔頭），死：死亡虫数 願 ｝
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表 3− Cl4 か 月放置合板 に お け る イエ シ ロ ア リ職蟻 の 転倒虫数 と死 亡虫数

薬　 剤 クロ ルデン クロル ピリホス ホ キ シ ム
o

フロチオホス TCVP ビニ フ ∫
一

ト セ　ビ　ン
溶剤＋

乳化剤
無処理

濃度mg！  20　 10lo 　 5　　 110 　 5　 110 　 5　 110 　 5　 11 σ　 5　 110 　 5　 　1

経過時問
時分

転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死

O，301

．oo lD　 9　 　ア 4　　 3　　 1 2 4　　 6　 　2

2、00 10　 ユ0　 910 　 10　 106 　　 7 5　　 1 lo　　 8　 　710 　 10　 10
3、00 510 　 10　 1D10 　 10　 1010 　　813lO 　 　5　 　310 　 1D　 810 　 1D　 10

4．00 ア　 lo10 　 10　 1D10 　 10　 10 王Ol8181916 　　59110 　 9lO 　 ID　 lo

6・OO　 i10　 108291919 工10　 919182918210 　 1a82828210 　 10　 1D51

24』D28193737913728282837372837737346284646553 　 78 　 1

＊転：転倒虫数 〔頭〕，死 ：死亡虫数 〔頭〕

表 3 − d　28 か 月放置合板に お け る イエ シ ロ ア リ職蟻 の 転倒虫数 と 死 亡 虫 数

薬　 剤 クロ ルデン ホ キ シ ム クロルビリホス
自

フ ロチオホス TCVP ビニ フ エ
ート セ　 ビ　ン

溶剤＋

乳化剤
無処理

濃度mg 偏 2G　 IDlD 　 5　 110 　 5　 　110 　 5　　1lo 　 5　　 110 　 5　　 110 　 5　　 1

経過時間

時分
転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死 転死

0，30 4

1．OO 7　 4

2．OO 3　　　　 910 　 10　 10 8　 3 1　 4 7　 　7　 　 3

3，QO 8　 6　 10lD 　 IO　 Io1 　 3 10　 10　 45 　 9 7　 　7　 4

4．00 8　 7　 10lO 　 10　 102 　　 3 10　 10　 46 　　 9 7　 7　　4

6．OD 2 工0　 10　 1010 　 10　 1D9 　 9　 610 　 10　 69 　 10　 37 　 9　 6
24．OOlo 　 91lD 　 lO　 IO10 　 1〔1　 工010 　 10　 10647355646482372864105

＊転 ；転倒虫数 〔頭1，死 ：死亡虫数 〔頭｝

3 か月、14か月ま で の 結果に は あま り大きな変動

はな い が，28か 月経過 し た もの で は特 に こ の 傾向

が強 い 。しか し，
28か後経過後 に お い て も供試 し

た 7 薬剤 は，い ずれ も24時間以内に供試虫 の す べ

て が 転倒 して お り， 転倒虫 に は木材加害能力が な

い と仮定すれ ば十分な 防蟻効力 を示 して い る と言

え る。

　28か月放置合板で は
， 全供試虫転倒に 至 る時間

はホキシ ム が最 も早 く， 全濃度とも 2 時間以内で

あ っ た。次 い で ， ク ロ ル ピ リ ホ ス （全濃 度），

TCVP （5 お よ び 10mg ／m1 ＞お よ び ビ ニ フ ェ
ー

ト （5mg ！皿 1）処理 の もの が 6 時間以内， そ の 他

は い ずれ も24時間で全供試虫が転倒 した 。 28か月

目の 死亡虫出現率は セ ビ ン が最 も高 く
， 同薬剤の

5 お よ び 10mg ／ml で は 24時間 で 70 − 80％ が死 亡

して い た。こ れ に 比 べ 転倒虫出現 も早 く，．転倒率

も極め て 高か っ た ホ キシ ム お よび ク ロ ル ピ リホ ス

で は 24時間ま で 死亡虫は 出現 しなか っ た 。

　供試薬剤個 々 に つ い て ，そ れ ぞ れ の 傾向を見て

み る と つ ぎ の よう で あ る 。

　1）　ク ロ ル デ ン ：転倒虫の 出現は 供試 7 薬剤中

最 も遅 く ， 遅効性で あ る こ とが明瞭で ある 。 ま た
，

濃度差 に よ り効力の違 い も ほ と んど見 られな い
。

　2） ク ロ ル ピ リホ ス ：転倒虫の 出現 は極め て 早

く ， 速効性で あ る 。 28か 月放置合板で は若十遅 く

な る が
，

14か 月 ま で は 2 時間以内に 80〜90％ の供

試虫が転倒して い る 。 ただ し，28か月放置合板 に

お い て は 24時間ま で 死亡虫は出現 しなか っ た 。
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　 3） ホ キシ ム ：供試虫が 100％転倒す る ま で に

要 する時間 は ク ロ ル ピ リホ ス よ り早 い 場合が 多

く ， 速効性で あ る。28か月目 に お い て も全濃度 と

も 2 時間以内 に 100％転倒 して い る 。 しか し，こ

の 薬剤もク ロ ル ピ リホ ス 同様28か月で ば 24時間ま

で 死亡 虫が出現 して い な い 。

　4） プロ チ オ ホ ス ：100％転倒 に至 る時間 は ク

ロ ル デ ン を除き全供試薬剤中最 も遅 い 部類 に 属す

る 。
こ の 薬剤 も28か月 目で は 24時間ま で 死亡 虫は

出現 しなか っ た 。

　5） TCVP ：プ ロ チ オ ホ ス 同様 ， 転倒 虫の 出

現は遅 い 。 しか し，28か月に お い て も30− 50％の

死亡虫が出現 した。

　 6）　 ビニ フ ェ
ー ト：濃度差に よ る効力の 差が比

較的明瞭 （10 お よび 5mgfml に 比 べ 1mg ／ml の

効力 が 低 い ）。14か 月 ま で は TCVP よ り転倒虫

の 出現は早い が
，
28か月 で は か な り遅 い

。

　 7） セ ビ ン ：供試 7薬剤中唯
一

の カーバ メ イ ト

系化合物で ある 。 転倒虫出現は極めて早く，ク ロ

ル ピ リホス ，ホキシ ム に匹敵する 。 た だ し ，
28か

月 で は転倒虫の 出現は早い も の の 100％転倒に は

24時間 を要 して お り， 6 時間経過時点で も60−

90％ しか転倒 し て い な い 。死 亡虫の 出現率はあま

り低下 して い な い
。

　 8） 溶剤＋乳化剤 ：各供試薬剤 の 調製に 用 い た

溶剤 （キシ レ ン ）お よび乳化剤 の み に よ る処理合

板で あ る。薬剤処理の もの に 比 べ れ ば転倒 ， 死亡

とも著 しく遅 い が ， 無処理合板 よりは早 く，殺蟻

効力が い く ぶ ん あ る と考え られ る 。溶剤 は処理後

数 日 で揮散 し て しま うと考え られ る の で ，
こ の効

力は 乳化剤に よる もの と考え られ る 。

（3＞　 2種混合剤の 殺蟻効力

　 2種類の 化合物を混合 した場合の 試験結果を表

4 に 示す 。 表中 の 数値 は供試虫 の 100％が転倒す

る ま で に 要 し た 時間お よび 100％死亡す る ま で に

要 した時問 （（　）内）で あ る 。

　 2種の 薬剤 を混合 した場合の 相乗効果発現 の 有

無 に つ い て は様々 な考え方が あ る と思わ れ る が
，

こ こ で は 2種の 薬剤の 合計濃度 吟 回の試験で は

（0．05mg ＋ 0．05mg ）／ml ＝0．1皿 g／ml ＞と同一濃

度の 配合単体薬剤に よ る結果よ り高 い 効力が 得 ら

れ た 場合を相乗効果有 りと した。

　 こ の よう な 観点か ら表 4の 結果 を見る と ， 相乗

効果 の 発現は 転倒虫数よ り も死亡 虫数 の ほ う に 多

く見 られ，100％死亡 に 至 る 時間が配合単体 の い

ずれ よ りも短縮され た もの は供試36配合 の うち 7

配合 に 達 した 。
こ れ に 対 し て ，100％転倒に 至 る

時間が短縮 され た もの は 3配合の み で あ っ た 。
こ

れ ら相乗効果の 見 ら れ た配合を示せ ばつ ぎ の とお

りで ある 。

　1） 100％死亡 に至 る時間が短縮 され た もの ：

　　ビニ フ ェ
ー

ト＋ ク ロ ル ピリホ ス ，ビニ フ ェ
ー

　　 ト十 セ ビ ン
，

ビニ フ ェ
ー

ト＋ パ ーメ ス リ ン
，

　　ホキ シ ム ＋ ク ロ ル ピリホ ス ，ビニ フ ェ
ー

ト＋

　　ク ロ ル デ ン，プ ロ チオホ ス ＋ ク ロ ル ピ リホ ス
，

　　セ ビ ン 十 パ ーメ ス リ ン

　2） 100％転倒に 至 る時間が短縮 さ れ た もの ：

　　 フ ロ チ オ ホ ス ＋ ク ロ ル デ ン
， TCVP ＋ パ ー

　　　　 表 4　 2 種混 合剤 の ろ 紙接 触 試 験結果

IOO％転倒 に 至 る時間お よ び100％死亡 に 至 る時間 （〔　）内） 単位 ：時間

薬　剤　名 クロ ル デ ン
ク ロ ル

ピ リホ ス
ホ キ シ ム カ ル ホ ス

プ・ チ 1
　 オ ホ ス 1TCVP

　　　　　　I
ビ ニ フ 」．一
　　　ト

セ ビ ン
パ ーメ

　　ス リ ン

ク　 ロ 　ル 　デ 　ン 24（＞24） 1．5〔 7） ユ．5（24） 24（＞24） 3，5（24） 24（＞24｝ 5〔24） 24〔＞24） 24（＞24｝

ク ロ ル ピ リ ホ ス 1．5（ 7）1．5（2．5） ユ．5（1．5） 2．5（ 5） 1．5（1．511 ．5（24）1．5（1．5｝ 1．5〔24） 7（241

ホ　 キ　 シ　 ム 1．5（24） 1．5（1．5） 1．5（3．5〕 2．5（24｝ ユ．5（24） 2．5（24＞1．5（24） 2．5（24） 2．5（＞24）

カ　 ル 　 ホ　 ス 24（＞24）2．5（ 5） 2．5（24） 5（24） 5（ 7） 5（24）2．5（＞24） 5（24） 7（24）
プ ロ チ オ ホ ス 3．5（24）1．5（1．5） 1．5（24） 5（ 7） 5（ 7） 5（24）2．5（24） 5（＞24） 7（＞24）

T　 C　 V　 P24 （＞24） ユ，5（24〕 2．5（24） 5（24） 5（24） 5（24） 3．5（24） 24（24〕 3，5（＞24）

ビ ニ フ ェ
ー
　ト 5〔24｝ 1，5〔1．5＞ 1．5（24） 2．5（＞24） 2．5（24） 3．5（24） 2．5（＞24） 5（24） 7〔24）

セ　 　 　ビ　 　　ン 24〔＞24）1，5〔2412 ．5（24＞ 5〔24） 5（＞24） 24〔24｝
　　　　　　 し

5〔24） 24（＞24） 3．5（24）

ノ弋 一
メ ス リ ン 24〔＞24）

17

（24） 2．5（＞24＞ 7〔24） 7（＞24） 3．5〔＞24｝i7 〔24） 3．5（24） 24（＞241
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　　メ ス リン
，

セ ビ ン 十 パ ーメ ス リン

　36配合 の うち ， 100％転倒 ま で の 時間お よ び

100％死亡 ま で の 時間が と も に配合単体 よ り 短縮

され た もの は セ ビ ン ＋ パーメ ス リ ン 配合の み で

あっ た が
，

こ の 配合に は100％転倒時間 は24時間

か ら3．5時間へ
，

100 ％死亡時間は 24時間以上 か ら

24時聞以内へ と短縮 さ れ た 。

　有機 リン剤の 中に は有機塩素系薬剤と共力作用

を示す も の もあ る が
， 有機塩素系薬剤が有機 リ ン

剤の分解を促進 する こ とが多い と も言われ て い る

5＞。今回 の 試験 にお い て は有機塩素系薬剤で ある

ク ロ ル デ ン と の 間で 相乗効果を示 した もの は ビニ

フ ェ
ー

ト （死亡 ）とプロ チオホ ス （転倒）の み で

あり ， 他の 4種の 有機 リン剤 に お い て は転倒，死

亡 と も相乗効果 は現れ なか っ た 。

　以上の 結果 で は，ビニ フ ェ
ー

トが成分 の
一

つ と

して配合され た場合に は 8配合中 4配合で 100％

死亡 時間が短縮 され た。また，ク ロ ル ピリホ ス に

お い ても 8配合中 3配合で死亡時間が短縮 され て

お り ， 両薬剤 は相乗効果発現に 関与 しやす い 薬剤

と思 わ れ る 。ま た
，

カ ーバ メ イ ト系薬剤で あ る セ

ビ ン と ピレ ス ロ イ ド系薬剤で ある パ ーメ ス リ ン と

の 相乗効果が著 しい こ と も極 め て興味深い こ と で

あ る 。

ま と め

　有機塩素系 ， 有機 リ ン 系 ，
カ ーバ メ イ ト系お よ

びピレ ス ロ イ ド系薬剤に つ い て ， イエ シ ロ ア リ職

蟻を使用 し
，

ろ紙 に よる接触試験，合板試験お よ

び 2種混合剤 と した際 の 殺蟻効力試験を行 い
， そ

れ ぞれ の系統 の薬剤 の有する殺蟻力お よび殺蟻特

性に つ い て検討 した 。 そ の 結果 を要約す る と つ ぎ

の と お り で あ る 。

　（1） ろ紙接触試験の結果，有機塩素系お よび ピ

レ ス ロ イ ド系薬剤 は類似の 殺蟻特性 を示 した 。 こ

れ ら の 系統 の 薬剤 はカ ーバ メ イ ト系 ， 有機リ ン 系

と は異な り， 転倒か ら死亡 へ の 移行が遅 い傾向が

あ っ た 。 ま た ， 同時に 試験 した殺 菌剤 の う ち ，

IF− 1000 ぱ有機塩素系に似た 転倒虫出現傾向を

示 した 。

　（2） 薬剤処理合板 を室 内に放置 した場 合の 殺蟻

効 力 の 変化 は ，
14か 月 まで は あま り大 き くは な

か っ た 。 し か し28か 月経過 した時点で は い ずれ の

薬 剤 も転倒虫 出現 ま で の 時間が長 くな る傾向 に

あっ た 。 た だ し ，
28か 月後 に お い て も24時間以内

に 全供試虫が転倒 して お り，防蟻効力は
．
卜分保た

れ て い る と考え られ た。

　（3） 9種の 薬剤 に つ い て
，

2 種類ずつ 混合 した

場合の 殺蟻力を試験 した結果 ，
2 種混合に よる相

乗効果は供試虫の 転倒 よりも死亡の 方に強 く現れ

た 。 こ の 試験 に 用 い た 9 薬剤の う ち で は ビ ニ

フ ェ
ー

トお よび ク ロ ル ピリホ ス が相乗効果発現に

関与 し やす い薬剤と考え られ た。ま た ，
セ ビ ン ＋

パ ー
メ ス リ ン 配 合に お い て は供試虫 の 転倒 お よび

死亡 の い ずれ に も相乗効果 が 現れ た 。
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